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紀伊山系の岩盤クリープ斜面での空中電磁探査により得られた地盤の比抵

抗分布について

The resistivity distribution under the ground on bedrock creep slopes

in Kii mountain area by the airborne electromagnetic survey
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　2011年9月の台風Talasでは，紀伊半島で多数の深層崩壊が発生している．これらの被害を軽減するに

は，事前に深層崩壊危険斜面を把握しておく必要がある．深層崩壊危険斜面の抽出技術としては，レーザプロ

ファイラなどの地形データを用いる手法，地質・地形から判定する手法，斜面末端での湧水の量や水質から判

定する手法などがある．これらの技術は，一長一短あり，危険斜面の判定度や規模を推定するには不十分な側

面がある．そこで，これらの手法を補完する目的で，空中電磁探査により得られる地盤の比抵抗分布による危

険度や崩壊規模の推定手法を提案する．本研究では，赤谷西地区の2箇所の岩盤クリープ斜面を研究フィール

ドとし，推定手法の妥当性を検証する． 

　本研究では，赤谷西地区において過去に得られた空中電磁探査から，斜面の鉛直比抵抗分布を作成する．ま

ず，測定周波数と得られた地盤の比抵抗から，平均透入深度を推定する．次に，データが得られていない空白

部分を補完する．最後に，ノイズを消す目的で，平滑化処理を行う．なお，得られた地盤の鉛直比抵抗分布は

カラー表示することでより危険度の判定や崩壊深の推定が容易になる．このため，本研究では，赤谷西地区で

得られた全ての比抵抗から，頻度に応じて色を塗り分ける方法を採用した． 

　赤谷西地区の斜面においては，崩壊面で比抵抗が鉛直方向に急激に変化することが分かった．これによ

り，およその崩壊危険度や崩壊深を推定することができる．また，比抵抗を鉛直方向に一次微分をすること

で，さらに詳細に崩壊面を推定できることが分かった．
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